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2026 年 4 ⽉ 9 ⽇ 公開のネットアップデートの追加機能や変更箇所等について
は、以下の内容となります。 

 

 

ハウストラ・構造チェッカー・壁量計算 
 

◆積雪荷重および、⼩屋裏物置等の⾯積を「含める／含めない」の条件設定を追加 
令 46 条壁量計算／必要壁量の計算で、「積雪荷重」および「⼩屋裏物置の⾯積」を「含める／含
めない」の条件を設定できる機能を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜条件設定箇所＞ 
・[ハウストラ]    ︓設定／計算⽤数値の設定／壁量計算条件設定 
・[構造チェッカー] ︓設定／壁量計算条件設定 
・[壁量計算]  ︓設定／壁量計算条件設定 

 
※積雪荷重は、「Wi」および「ΣWi」に反映します。 
※⼩屋裏物置等の⾯積は、床⾯積「Afi」に反映します。 
※【壁量計算】メニューバーの[建物概要]に積雪荷重設定を追加しました。 
※積雪荷重を含める設定にした時は、柱の⼩径の確認も積雪荷重を考慮した計算になります。 

 

 

B-MOSアップデート内容（2026/04/09公開） 
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 ⼩屋裏物置  

[耐⼒壁量]－[必要壁量の計算] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 積雪荷重  

[耐⼒壁量]－[必要壁量の計算] 

 

 

 

 

 

 

 

 
積雪荷重 「含める」 の場合 積雪荷重 「含めない」 の場合 

⼩屋裏物置等の⾯積 「含める」 の場合 ⼩屋裏物置等の⾯積 「含めない」 の場合 

「⼩屋裏物置等の⾯積」は、【平⾯図】／ロフト／ロフト作成で⼊⼒した領域が反映されます。 
⼊⼒した「⼩屋裏物置等の⾯積」が、存する階の床⾯積の 1/8 以下となる場合は、設定で「含める」を選
択していても、⾯積には算⼊しません。 
ただし、「ロフトの設定」で「床⾯積に算⼊」のチェックを「ON」にしている場合は、⾯積に算⼊します。 

⼩屋裏物置等の扱いについて 

床⾯積に乗ずる数値 床⾯積に乗ずる数値 

床⾯積に乗ずる数値 床⾯積に乗ずる数値 
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◆N 値計算の按分で、1ｍを超える柱の引抜⼒の伝達に対応 
N 値計算において、上階の柱から伝達する引抜
⼒の影響範囲を 1ｍ超の範囲も対象となるよう
変更しました。（右図参照） 

 

 

 

 

 

 

[柱検定]－[柱頭柱脚⾦物] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◆その他 

操作画⾯内に表⽰されるリストを、ホイールマウスでスクロールできるように対応しました。 
（例︓構造チェッカー／床倍率チェックなど） 

1m 以上 

0.75 2.00 

1.18 

壁倍率 
2.0 倍 

1ｍを超える柱の
引抜⼒も伝達 

２階(X2)筋かい耐⼒壁による軸⼒ 
⇒(2.0－0.5)×0.5＝0.75 

２階(X5)筋かい耐⼒壁による軸⼒ 
⇒ 4.0×0.5＝2.0 

1 階(X3)柱へ伝達する軸⼒ 
2 階 X2 より、0.75×0.91/1.82=0.75×0.5=0.375 
2 階 X5 より、2.0×0.91/2.73=2.0×0.4=0.8 
⇒0.375＋0.8＝1.175＝1.18 

壁倍率 
4.0 倍 
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ハウストラ・構造チェッカー 
 

◆［建物概要］の「雪⽌めあり（積雪低減なし）」を「雪⽌めを使⽤する」に変更 
［建物概要］の「雪⽌めあり（積雪低減なし）」の表現を
「雪⽌めを使⽤する」に統⼀しました。 

 
＜改善前の表現＞ 

ON ︓雪⽌めあり（積雪低減なし） 
OFF ︓雪⽌めなし（積雪低減あり） 

 
＜改善後の表現＞ 

「雪⽌めを使⽤する」に統⼀ 
ON ︓積雪の低減を考慮しない 
OFF ︓積雪の低減を考慮する 

 

 

 

 


